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１．はじめに
　タイ王国（以下，タイ）のコンケンにあるコンケン
大学において，全国の現地の教員や学生を対象にした，
オープンスクール（授業研究会）に参加した．タイの
従来の教育では，教師主導の授業を展開しており，子
ども達の資質・能力の向上がなかなか見られないこと
を問題点として挙げていた．
　その現状を踏まえ，コンケン大学を中心に，タイ全
体で，日本など，アジアをはじめとする海外の教育を
積極的に導入する動きを見せている．
　そこで今回，コンケン大学のオープンスクールに参
加し，タイの児童に授業実践を行うと共に．事後検討
会を行うことを通して現場の教員と交流をすることが
できた．
2．活動日程
　本件の日程は，以下の通りである．
⑴　 3 月 23 日（金）
・タイのコンケンに到着．
・コンケン大学を訪問し，オープンスクールの打ち合
わせ．
⑵　 3 月 24 日（土）
・オープンスクールにて，公開授業を実施．
・公開授業における事後検討会を実施．
・韓国の教員の公開授業（理科）を参観．
⑶　 3 月 25 日（日）
・現地の教員の授業（算数）を参観．
・現地で活動する日本の教員の授業（体育）を参観．
⑷　 3 月 26 日（月）
・日本帰国
３．オープンスクールの事前準備
　コンケン大学オープンスクールにおける授業を作成
するうえで考慮したことは，以下の 3 点であった．
①　児童から多様な考えが生まれる授業教材の使用．
②　日本の算数教育が大切にしている，数学的な「見
方・考え方」を育成する授業展開の設定．
③　身近にある算数教具の使用．
　上記の三点を基に，日本の小学校における第 4 学年
の単元「角とその大きさ」を設定し，授業作成を行っ
た．授業における児童への目標は，「○一組の三角定
規を組み合わせてできるいろいろな大きさの角を考え，
角の大きさの足し算・引き算を理解する．○三角定規
を使ってできる角が 15°おきになっていることを発見
することができる．」である．
①　児童から多様な考えが生まれる授業教材の使用
　本時の授業は，児童から多様な考えを生みやすくす
るため，2 つの三角定規（二等辺三角形・直角三角形）
を構成する角（30°45°60°90°）以外の角を，一組の
三角定規を組み合わせて，いろいろな大きさの角を作
るというオープンアプローチな教材を使用した．
②　日本の算数教育が大切にしている，数学的な「見
方・考え方」を育成する授業展開の設定
　序盤は，児童が一組の三角定規を組み合わせて，多
様な大きさの角を作る．終盤は，その作った角を並べ
ていき，「角度が 15°ずつ大きくなっている」という
規則性を見つける。 終盤は，その規則性を基に発展
的に考え，まだ作れていない大きさの角を作る授業展
開を考えた．この授業を通して，一組の三角定規の組
み合わせでできる角の大きさの関係に着目して規則性
を明らかにする論理的な考え方や，その規則性を基に，
新たな視点から一組の三角定規の組み合わせでできる
角の大きさの関係を捉え直すことで．新たな角を見つ
ける発展的な考え方を身に着けさせることを通して，
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数学的な見方・考え方を育成したい。
③　身近にある算数教具の使用
　本時で使用した算数教具は，身近にある「三角定規
（直角二等辺三角形・直角三角形）」である．身近な算
数用具を使用することで，タイの教員に日本の算数教
育が伝わりやすいと考えた．授業を作成するうえで，
コンケン大学の教員に，児童が三角定規を持っている
ことを事前に確認したと共に，タイの児童が使用して
いる教科書にも三角定規が記載されていたことを確認
し，授業作成を行った．
　
４．オープンスクールの打ち合わせ
　オープンスクールを向かえるにあたり，タイの現地
の教員と打ち合わせを行った．その打ち合わせにおい
て，タイの教育の現状，児童の現状（既習事項，学校
生活の様子など）を話し合った．
４．１　タイの教育の現状
　タイの教育は以下の現状があることが分かった．
①　教師主導の教育であること
②　教師主導の教育から，子どもの主体性を大切にす
る教育に向かう姿勢があること
③　現状の教育を打破するため，日本など，アジアを
はじめとする海外の教育を導入し，国の教育改善に
力を入れていること
　上記の 3 点を踏まえ，コンケン大学では，タイ全国
の教員や学生（教員養成大学に通っている学生が大半）
を対象にオープンスクールを行い，タイの教育改善に
向けて動いている．
４．２　児童の様子
　今回の授業の対象者は，第 4 学年であった．タイの
小学校では，日本の教科書をタイ語に翻訳したものを
使用し，授業を進めていく．しかし，現状は授業の中
で教科書の内容をすべて網羅しておらず教師によって
教科書で扱う内容にばらつきがあることが分かった．
そのため，児童間の既習事項にも影響を受けている．
５．オープンスクールにおける授業の実際
５．１　課題の共有・活動
　研究授業において，タイの児童は，日本の授業スタ
イルに戸惑いながらも積極的に授業に参加していた．
授業のはじめにおいて，児童は「一組の三角を使って
いろいろな角度を作ろう」という課題を共有した．活
動の際には，児童が主体的に三角定規を構成する角を
組み合わせていろいろな大きさの角を作り，個々の意
見を発表した．
５．２　規則性の発見
　多様な大きさの角を児童同士が主体的に，協働的に
見つけていく中で，ある一人の児童が，「角の小さい
順に並べたい」という意見が出た．その意見に寄り添
い，児童が見つけた角を小さい順に並べる．小さい順
に並べて，気づいたことを問うと，児童から「15°お
きに並んでいる．」という意見が出た．その意見の後に，
まだ見つけていない大きさの角を，規則性を基に見つ
図１　活動の様子
図２　個々の意見を発表する様子
図３　授業の様子①
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ける児童が多数いた．児童自身が，数学的な見方・考
え方を活用し，協働的に規則を発見していた．
５．３　児童自身の課題の発見
　授業の終盤において，児童の中で課題が生まれる
場面が見えた．生まれた課題は次の 2 点である．
「① 15°や 165°はどのように作るのか② 180°より大き
い角は作ることができるのか」である．
①　において，「引き算を使えばできそう」や「定規
を重ねればできそう」など，他の人の意見を基に様々
な考えが出た．
②　において，「180°より大きい角はできない」とい
う意見と，「180°より大きい角はできる」という意
見に分かれた．しかし，話し合いが進んでいくにつ
れて，「三角定規が構成する角だけの組み合わせで
はできない」が，「外角などを利用すればできる」
という考えに変わった．
６．事後検討会
　事後検討会において，タイの教員から「児童自身か
ら課題が生まれたことは良い」「児童が意見を言いや
すい教材であった」「誰もが使える三角定規で授業を
展開したのが良い」という意見があった．
　今回の授業の感想を児童から聞く場面もあり，「普
段，定規などの道具を使って考える時間があまりない
ので楽しかった」「自分達で解けた」「規則性を見つけ
るところが面白かった」「角度を順番に並べてからだ
と探しやすい」などの感想をいただいた．
　これらの感想から，子ども達は主体的に授業に参加
をすることが，授業に向かう態度の育成に繋がると共
に，数学的な見方・考え方を子ども達が主体的に活か
すことのできる教材を提示することで算数のよさに気
づくきっかけになり，学びに向かう力の育成を支える
ことに関わることが微量ではあるが分かる．
７．結語
　今回のオープンスクールでの授業実践及び，事後検
討会の参加において感じたタイの教育に関することを
以下の点について述べる．
①　教育研究者（大学の教諭など）や学校の管理職の
教員（校長先生や指導教諭）などの先生方は，自国
の教育を改善しようとアジアを中心とする海外の教
育の導入に関して前向きな姿勢が見られた．
②　一方で，現場で活躍されている先生方は，教育研
究者や管理職の思いが伝わらない先生方も少なから
ずいることから，教員間の意識の違いも見られた．
③　タイの児童は，主体的に参加をする授業に対して，
「 6 ．事後検討会」で述べたように非常に好印象で
あった．児童が主体的に参加する授業を，教師が展
開することで，算数に対する姿勢や態度が磨かれる
と感じた．これは日本の児童にも共通することであ
る．
　この上記の 3 点は，タイの教員間でも感じている．
　また，オープンスクールの参加の利点を述べる．
図４　授業の様子②
図５　事後検討会の様子①
図６　事後検討会の様子②
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①　授業を考える際に，タイの教員の教育観や教育に
対する思いに触れることができた．
②　タイの教員と教育観や教育に対する思いを議論す
ることで，自国の教育を再度振り返ることができた
と共に，多面的に見ることができた．
　現代社会は，科学技術の飛躍的な革新により，グロー
バル化社会となっている．そのなかにおいて，教師が
教育現場でグローバル化社会を生き抜く子どもを育成
することは責務であると考える．また，グローバル化
社会を生き抜く子どもを育成するために，教師がグ
ローバルな視点や資質を持つことは非常に重要である
と考える．その中において，今回の経験はグローバル
な視点を持つきっかけを与えてくれた．具体的には，
算数の授業において，私が本来持っている教育観と，
タイの教員が持っている教育観を比較する中で，自国
の教育を振り返り，それらを基に共通点を探すと共に，
批判的に見ることで多様な視点で自国の教育を考える
ことができた．この経験を基に，グローバルな視点や
資質を伸ばし，グローバル化社会を生き抜く子どもを
育成していきたい．
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